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◆
日
高
地
域　

用
途
地
域
等
指
定

の
必
要
性

　
日
高
地
域
の
J
R
江
原
駅
を
中

心
と
す
る
市
街
地
お
よ
び
そ
の

周
辺
部
は
、
十
分
な
土
地
利
用
の

ル
ー
ル
が
な
い
た
め
、
秩
序
あ
る

土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
す
。

　
今
後
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

等
の
完
成
に
よ
り
、
さ
ら
に
、
本

地
域
で
の
無
秩
序
な
開
発
等
の
進

行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
稲
葉
川
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
適
正
な
土
地
利
用

の
誘
導
を
図
る
た
め
、
早
急
に
用

途
地
域
等
を
指
定
し
て
土
地
利
用

の
ル
ー
ル
を
定
め
、
農
地
を
含
め

た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
用
途
地
域
と
は

　
良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成

や
、
都
市
に
お
け
る
住
居
、
商
業
、

工
業
な
ど
を
適
正
に
配
置
し
、
機

能
的
な
都
市
活
動
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
建
築
物
の
用

途
、
容
積
率
、
建
ぺ
い
率
な
ど
を

規
制
・
誘
導
す
る
都
市
計
画
で
す
。

◆
特
定
用
途
制
限
地
域
と
は

　
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
な

い
土
地
の
区
域
内
で
、
そ
の
良
好

な
環
境
の
形
成
ま
た
は
保
持
の
た

め
、
当
該
地
域
の
特
性
に
応
じ
て

合
理
的
な
土
地
利
用
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
制
限
す
べ
き
特
定
の
建
築

物
等
の
用
途
の
概
要
を
定
め
る
地

域
で
す
。

「
市
民
説
明
会
」開
催
の
ご
案
内

　
用
途
地
域
等
指
定（
原
案
）に
対

す
る
意
見
を
聴
く
た
め
、
市
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
21
日（
金
）午
後
7

時
30
分
〜
　

▽
場
所

　
日
高
文
化
体
育
館

　
2

階
小
ホ
ー
ル（
日
高
町
祢
布
）

《用途地域等　凡例》

第一種住居地域 大規模な店舗、事務所などとの混在を防止し
つつ、住居の環境を保護する地域

第二種住居地域 総合支所などの行政施設が集積し、住居の環
境も保護する地域

近隣商業地域 徒歩圏の需要に対して、商業活動および業務
活動の利便性を増進する必要のある地域

準工業地域 幹線道路沿道において、工業や業務活動など
の利便性を増進する地域

特定用途制限地域 用途地域以外の農地部において、特定の建築
物の制限を定め、良好な環境を保持する地域

　

市
で
は
、日
高
地
域
で
中
長
期
的
に
目
指
す
べ

き
市
街
地
の
形
成
を
誘
導
し
、調
和
の
と
れ
た
土

地
利
用
を
実
現
す
る
た
め
、都
市
計
画
法
で
定
め

る
用
途
地
域
等
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
計
画
整
備
係

　

☎
23

1
7
1
2

日
高
地
域
の
用
途
地
域
等
を
指
定
し
ま
す

日高地域　用途地域等指定（原案）
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　「
環
境
経
済
事
業
」と
は
、
環
境

を
良
く
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
利
益
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
、
環
境
と
経
済

が
互
い
に
発
展
し
あ
う
事
業
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
今
回
認
定
し
た
事
業
の
中
で
も
、

製
造
業
に
着
目
す
る
と
、
売
上
額

は
市
の
製
造
品
出
荷
額
の
10
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
、
既
に
〝
環
境
と

経
済
の
共
鳴
〞
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

 

環
境
経
済
認
定
事
業
の
募
集

　
市
で
は
引
き
続
き
、
環
境
経
済

認
定
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
事
業
は
、
販
路
拡
大

な
ど
に
関
す
る
市
の
支
援
を
重
点

的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　
利
益
を
追
求
す
る

事
業
に
よ
っ
て
環
境
を
良
く
す
る

も
の（
環
境
創
造
型
農
業
を
除
く
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照

▼
対
象
者
　
市
内
に
事
務
所
を

置
く
事
業
者（
個
人
を
含
む
）で
、

市
税
滞
納
者
、
暴
力
団
関
係
者

で
な
い
方

▼
支
援
内
容
　
各
年
度
の
予
算
で

決
定

▼
申
込
方
法

　
経
済
課
に
あ
る
申

請
書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）を
提
出

▼
申
込
期
間

　
随
時

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
経
済
課
経

済
係
☎
23

4
4
8
0

　
県
と
県
内
の
全
市
町
が
連
携

し
て
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
徴
収

　
従
業
員
の
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
天
引
き
し
、
事
業
主
が
従

業
員
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
、
市

町
に
納
入
す
る
も
の
で
す
。

・
こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
お
よ

び
各
市
町
の
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
行

う
全
て
の
事
業
主（
給
与
支
払

者
）に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

・
特
別
徴
収
が
不
要
な
ケ
ー
ス
は

法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
事

業
主
の
希
望
で
特
別
徴
収
を
行

う
・
行
わ
な
い
を
決
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト

・
毎
月
の
給
与
天
引
き（
年
12
回

払
い
）に
な
る
の
で
、
年
4
回

納
め
る
普
通
徴
収
に
比
べ
、
1

回
当
た
り
の
納
税
額
が
少
な
い

・
金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が
省

け
る

・
納
付
忘
れ
を
防
げ
る

　《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
21

9
0
4
5
ま
た
は
県
税

事
務
所
課
税
第
1
課

　
☎
26

3
6
2
7

目
指
そ
う
!

特
別
徴
収
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
実
施

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

実
施
し
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

11
月
22
日
、環
境
と
経
済
を
と
も
に
良
く
す
る「
環
境
経
済
事
業
」

を
推
進
す
る
た
め
、豊
岡
市
環
境
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
豊
岡
市
環
境
経
済
事
業
」に
認
定
し
た
35

事
業
に
認
定
証
を
交
付
し
た
ほ
か
、東
京
都
市
大
学
教
授
の
涌わ

く

井い

史

郎
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
、認
定
事
業
紹
介
、中
貝
市
長
と
市
内
事
業

者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
、市
内
事
業
者

を
中
心
と
し
た
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

環
境
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

特別徴収の方法による納税の仕組み

②税額の計算 ①給与支払報告書の提出
　　（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
　　（５月31日まで）

⑥税額の納入
　　（翌月10日まで）

市役所・町役場 事業所 給与所得者
④特別徴収税額の通知
　　（５月31日まで）

⑤給与の支払いの際、
　税額を徴収
（６月から翌年５月まで毎月）

▲涌井史郎さんの基調講演

▲認定書の交付

▲会場の様子 ▲豊岡市環境経済事業認定証


